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• 原始惑星系円盤中のペブルドリフトは惑星形成や物質輸送の観点から重要である
• ペブルがドリフトし、snow lineを跨ぐと対応する分子種が気相に放出

arXiv:2601.02545

背景

原始惑星系円盤HD163296とMWC480についてALMAで13C18Oの観測を行い、COの量がCO snow 
lineの内側でどれくらい上昇するか調べ、pebble fluxを制約する

本研究



13C18Oはスノーラインを
空間分解できる観測でも
中心集中した分布を示す



最大10倍程度のCO enhancement が必要
→ EnhancementがPebbleによるCO輸送と仮定すると

HD163296で250-450Earth mass, MWC480で480-660Earth massのペブルが必要
→ 巨大惑星を作るのに十分なペブル供給量



ペブルドリフトによるCO供給
が支配的な場合

ペブルドリフトによって供給
されたCOが拡散した場合

ペブルドリフトがない場合

COの増加量はともかく、
いずれのモデルも観測で見られる中心集中の分布を説明できない



中心集中CO enhancementの解釈：
1. Varied desorption distance – ペブル中のCOが昇華するまでにペブルが内側へと落下できる
2. CO Trapping – COが水氷中に捕獲され、water snow lineでの水氷の昇華に伴って放出される

COの水氷への捕獲率が30%程度以上だと中心集中したCO分布を再現できる
→ 揮発性物質の内側領域への供給メカニズム



arXiv:2601.02344

背景
ミリ波観測：多くの円盤にダスト空洞（cavity）

→ ガスも枯渇？空洞内部にガス・分子は残っていないのか？
本研究

JWST/MIRIの高感度・高分解能で 内側数0.1 au の分子を直接観測



ミリ波あるいはIRでcavityが示唆される
12天体のJWST/MIRIデータ

Cavityがある円盤でも、
Molecule-Rich (MR)と

Molecule-Poor (MP)な円盤
に大別される



Molecule-Rich な円盤はMolecule-Poor な円盤と比べ、分子種を問わず分子が豊富な傾向



Molecule-Poor (MP)な円盤は
そうでない円盤と比べOH/H2O

比が高い
→ UVによる水の光解離を示唆



arXiv:2601.04091

背景
• ミリ波偏光はダストサイズや磁場の形状を制約できる

• 特にClass 0/I段階では円盤由来とエンベロープ由来の偏光が共存

本研究
同一フィラメント内の2つのYSOを波長1, 3mmで偏光観測し、偏光メカニズムを調べる



K04166: 円盤（半径16au）＋濃いエンベロープ（Class 0）
K04169: ほぼ円盤（半径24au）のみ（late Class I）

同じフィラメントだが異なる
進化段階である可能性



B vector

B vector+90deg

エンベロープで砂時計型の高偏光度（＞5%）＋円盤で短軸方向の低偏光度（＜3%）
→ 磁場整列＋自己散乱偏光



円盤からの自己散乱偏光のみ（3mmでも自己散乱）



K04166：短軸方向に偏光度の強い非対称を示す → ダストがあまり沈殿していない
K04169：強い非対称性なし → ダスト沈澱が進行済み

エンベロープの有無だけでなくダスト沈澱の観点からも
K04166の方がより進化した系である可能性が高い
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